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記入のポイント
テキスト注釈
事前計画を作成した年月日をご記入ください。
※数字は半角でお願いします。
（例）平成23年◯月◯日

記入のポイント
テキスト注釈
１．貴団体の名称をご記入ください。
２．法人格については下記の略称を使用し、名称の前にご記入ください。
　(1) 略称に該当しない団体の場合は、そのままご記入ください。
　(2) 法人格については、フリガナは記入しないでください。
（例）　　（学）　◯◯◯◯学園
・特定非営利活動法人→（Ｎ）・学校法人→(学）・社会福祉法人→(福）・更生保護法人→（更）・一般社団法人→（一社）・一般財団法人→（一財）・公益社団法人→（公社）・公益財団法人→（公財）・特例社団法人→（特社）・特例財団法人→（特財）

記入のポイント
テキスト注釈
貴団体の使命（ミッション）・目的をご記入ください。

記入のポイント
テキスト注釈
貴団体がこれまでに取り組まれてきた、活動の内容・状況をご記入ください。

記入のポイント
テキスト注釈
有無をご記入ください。（対象外の選択肢を削除してください。）
「有」の場合は、具体的に申請先の団体名をご記入ください。


記入のポイント
テキスト注釈
団体代表者の氏名を、役職名とともにご記入ください。
※役職名には、フリガナを記入しないでください。
（例）理事長　◯◯　◯◯


記入のポイント
テキスト注釈
貴団体の設立年月日をご記入ください。
※数字は半角でお願いします。
（例）昭和42年10月1日

記入のポイント
テキスト注釈
貴団体が現在の法人格を取得した年月日をご記入ください。
※数字は半角でお願いします。
（例）昭和62年10月1日


記入のポイント
テキスト注釈
実際に実務を行うご担当者（本財団からの問い合わせ等にご対応いただける方）をご記入ください。

記入のポイント
テキスト注釈
ご担当者の所属部署と役職名をご記入ください。
（例）　総務部総務課　総務係長

記入のポイント
テキスト注釈
ご担当者の氏名をご記入ください。

記入のポイント
テキスト注釈
ご担当者の事務所の電話番号をご記入ください。

記入のポイント
テキスト注釈
ご担当者の事務所のFAX番号をご記入ください。


記入のポイント
テキスト注釈
ご担当者のEメールアドレスをご記入ください。

記入のポイント
テキスト注釈
貴団体のホームページのURLをご記入ください。

記入のポイント
テキスト注釈
本補助事業を行うことで、改善または解決を図る、大震災でもたらされた問題・課題（事業のターゲット）の現状を、簡潔にご記入ください。

記入のポイント
テキスト注釈
上記課題に対して、本補助事業の実施結果・成果でどの様に対応したいかを、簡潔にご記入ください。

記入のポイント
テキスト注釈
実施される支援内容を、簡潔にご記入ください。

記入のポイント
テキスト注釈
被災地、被災者受入地域で活動するにあたり、地元自治体との連携状況、連携の目途を具体的にご記入ください。（自治体名を必ずご記入ください。）

記入のポイント
テキスト注釈
被災地、被災者受入地域で活動するにあたり、他のNPO法人等の公共的団体との連携状況、連携の目途を具体的にご記入ください。（法人名を必ずご記入ください。）

記入のポイント
テキスト注釈
本補助事業と「１．申請事業者」でご記入いただいた、貴団体の使命（ミッション）・目的との関連性、整合性をご記入ください。

記入のポイント
テキスト注釈
誰のどの様なニーズに対応するために、本補助事業を実施するのか、誰にサービスを届けるのか、具体的にご記入ください。（対象者の人数も併せてご記入ください。）

記入のポイント
テキスト注釈
支援対象者のニーズに応え、本補助事業の目的、ひいては大震災でもたらされた課題の改善・解決を図る、事業の内容を具体的にご記入ください。（複数ある場合は、箇条書きでお願いします。）

記入のポイント
テキスト注釈
本補助事業の実施結果、成果を評価するための、指標、達成目標（数値目標）を設定し、できるだけ具体的にご記入ください。（複数ある場合は、全てご記入ください。）

記入のポイント
テキスト注釈
「予算」、「スケジュール」（準備から実施までの管理）、「実施体制」（事業を実施するメンバーの人数、構成、責任者と役割分担、外部人材の活用や協力団体がある場合はその旨、専門性のある人材または体制が組み込まれている場合はその旨）、「実施場所」を具体的にご記入ください。

記入のポイント
テキスト注釈
本補助事業の内容、実施状況、結果等をどの様に広く社会に伝える予定であるかを具体的にご記入ください。

記入のポイント
テキスト注釈
自己評価を実施する体制（メンバー構成等）・責任者、評価の具体的な方法・手順、評価に第三者（外部委員等）が入る予定であればその旨、自己評価結果の公表方法をご記入ください。
評価にあたっては、必ず、議事録等を作成し評価過程を記録してください。

記入のポイント
テキスト注釈
貴団体の所在地をご記入ください。

記入のポイント
タイプライターテキスト

記入のポイント
タイプライターテキスト

記入のポイント
タイプライターテキスト
★補助金交付申請時は、事前計画／自己評価書（２／２）は空欄のままでご提出ください。

記入のポイント
タイプライターテキスト

記入のポイント
タイプライターテキスト
別添３

initiator:satoh30@keirin-autorace.or.jp;wfState:distributed;wfType:email;workflowId:24c83428b402d84fbe5b7df82ef68046
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記入のポイント
テキスト注釈
自己評価を作成した年月日をご記入ください。
※数字は半角でお願いします。
（例）平成23年◯月◯日

記入のポイント
テキスト注釈
本補助事業を実施した上での総括的感想をご記入ください。

記入のポイント
テキスト注釈
本補助事業において、優れていると評価できる点を必ずご記入ください。
また、第三者の声や、報道等での評価があれば、ご記入ください。


記入のポイント
テキスト注釈
本補助事業で、今後の課題や改善すべきと考えられる点があれば、ご記入ください。

記入のポイント
テキスト注釈
今後の事業展開に関する構想等があれば、自由にご記入ください。

記入のポイント
テキスト注釈
下記のスコアリングガイドに従って、本補助事業を全体として自己採点してください。
【５点】
全体として極めて高いレベルの事業であった。  
【４点】
全体として比較的高いレベルの事業であった。  
【３点】
一部に不十分な水準の内容があり、今後の課題となるが、全体としてはほぼ問題のないレベルの事業であった。
【２点】
全体として不十分なレベルの事業であり、いくつもの課題が残った。  
【１点】
全体として極めて不十分なレベルの事業であり、根本的な見直しが必要である

記入のポイント
テキスト注釈
・計画した通りの、地元自治体との連携が実施できたかご記入ください。
・連携が円滑かつ効果的に実施できたかご記入ください。
・連携ができなかった場合、連携できても円滑かつ効果的に実施できなかった場合はその理由を分析し、ご記入ください。

記入のポイント
テキスト注釈
・計画した通りの、他のNPO法人等の公共的団体との連携が実施できたかご記入ください。
・連携が円滑かつ効果的に実施できたかご記入ください。
・連携ができなかった場合、連携できても円滑かつ効果的に実施できなかった場合はその理由を分析し、ご記入ください。

記入のポイント
テキスト注釈
・本補助事業が、貴団体の使命（ミッション）・目的に合ったものであったかを分析・評価してください。
・合っていなかった場合はその理由を分析し、ご記入ください。

記入のポイント
テキスト注釈
・事前計画における支援の対象者（ニーズ）の想定は適切であったか、想定通りの支援の対象者に事業を実施できたか（サービスを狙い通り届けることができたか）を分析・評価してください。
・適切でなかった場合、計画通り実施できなかった場合はその理由を分析し、ご記入ください。

記入のポイント
テキスト注釈
下記のスコアリングガイドに従って、自己採点してください。
【５点】 
支援対象者、ニーズの想定は適切であり、当該対象者のニーズに沿った適切な事業を実施することができた。また加えて、想定した支援対象者を超えて、補助事業の効果が大きな広がりを見せている。
【４点】
支援対象者、ニーズの想定は適切であり、当該対象者のニーズに沿った適切な事業を実施することができた。
【３点】
支援対象者、ニーズの想定は適切であり、一部変更はあるものの当該支援対象者のニーズにほぼ沿った事業を実施することができた。
【２点】
支援対象者、ニーズの想定の一部に誤りがあり、計画変更が必要であった。または、支援対象者、ニーズの想定は適切であったものの、計画に問題があり当該支援対象者のニーズに対応するために、大幅な計画変更が必要であった。
【１点】
支援対象者、ニーズの想定に大きな誤りがあった。または、支援対象者、ニーズの想定に誤りがなかったものの、本事業の内容との齟齬が大きく、計画変更を行っても当該支援対象者のニーズに対応することができなかった。

記入のポイント
テキスト注釈
・計画した事業内容は、支援対象者のニーズに応え、本補助事業の目的、ひいては大震災でもたらされた課題を改善・解決に資する適切なものであったかを分析・評価してください。
・適切でなかった場合はその理由を分析し、ご記入ください。

記入のポイント
テキスト注釈
・計画時の達成目標の設定が適切であったか、計画通りに目標（目標値）を達成することができたかを分析・評価してください。
※目標値に対する実際の達成値を「達成状況」として算出して記入してください。
（例：目標値 1500人　達成値 1325人　達成状況88.3%  1325／1500）
・適切でなかった場合、達成できなかった場合はその理由を分析し、ご記入ください。
・当初想定した成果、成果の波及効果を超えた効果があった場合はその理由を分析し、ご記入ください。

記入のポイント
テキスト注釈
下記のスコアリングガイドに従って、自己採点してください。
【５点】 
事前計画の目標値を大きく上回って達成（達成状況120％以上）することができた。または、目標値の達成（達成状況100%以上）に加えて、想定外の成果の波及効果があった。
【４点】
事前計画の目標値を達成（達成状況100％以上～120%未満）することができた。または、目標値をやや下回った（達成状況80%以上～100%未満）が、想定外の成果の波及効果があった。
【３点】
事前計画の目標値をやや下回った（達成状況80%以上～100%未満）。または、目標値を下回った（達成状況60%以上～80%未満）が、想定外の成果の波及効果があった。
【２点】
事前計画の目標値を下回った（達成状況60%以上～80%未満 ）。
【１点】
事前計画の目標値を大幅に下回った（達成状況60%未満）。または達成値が明確でなく達成状況が判定できない。

記入のポイント
テキスト注釈
・計画した実施計画（予算、スケジュール、実施場所）・体制が適切であったか、計画通りの実施計画・体制で事業を実施することができたかを分析・評価してください。
・併せて、事業が予算面、運用面で効率的に実施できたかを分析・評価してください。
・適切でなかった場合、計画通り実施できなかった場合はその理由を分析し、評価してください。

記入のポイント
テキスト注釈
下記のスコアリングガイドに従って、自己採点してください。
【５点】
事前計画は、内容及び結果・成果からみて妥当な計画（実施手法・スケジュール・予算・体制）であった。また、実施過程における更なる創意工夫により、スケジュール面、コスト面等で事前計画を超える事業を実施することができた。
【４点】
事前計画は、内容及び結果・成果からみて妥当な計画（実施手法・スケジュール・予算・体制）であった。また、事前計画通りに円滑、効果的かつ効率的に事業を実施できた。
【３点】
事前計画の実施手法、実施体制で若干不十分な部分があり、修正が必要であったが、ほぼ支障なく事業を実施できた。
【２点】
事前計画に不十分な部分（実施手法・スケジュール・予算・体制）があり、コストの増加、スケジュールの遅延等で計画変更を余儀なくされた。
【１点】
事前計画またはその実施過程に問題があり、コストの大幅な増加（事前計画の50％以上の増加）またはスケジュールの大幅な遅延（事業の完了が平成24年3月31日を越える）が生じた。

記入のポイント
テキスト注釈
・計画通り、本補助事業の内容、実施状況、結果等を広く社会に伝えることができたかを分析・評価してください。
・伝えることができなかった場合はその理由を分析し、記入してください。

記入のポイント
テキスト注釈
下記のスコアリングガイドに従って、自己採点してください。
【５点】
事前計画の目標を大きく上回って達成することができた。または、目標達成に加えて、外部の大きな反響を受けた。（新聞等に取り上げられるなど） 
【４点】
事前計画の目標を達成することができた。または、目標をやや下回ったが、追加的に、計画外の手法（自ら行うもの又は外部機関が行うもの）で情報発信を行うことができた。
【３点】
事前計画の目標をやや下回った。または、目標を下回ったが、追加的に、計画外の手法（自ら行うもの又は外部機関が行うもの）で情報発信を行うことができた。
【２点】
事前計画の目標を下回った。
【１点】
事前計画の目標を大幅に下回った。または、達成状況が判定できない。

記入のポイント
テキスト注釈
・計画通りの体制、手法、時期に自己評価を実施することができたかを分析・評価してください。
・計画通りに実施できなかった場合はその理由を分析し、記入してください。

記入のポイント
テキスト注釈
下記のスコアリングガイドに従って、自己採点してください。
【５点】 
外部委員が参加する評価委員会で評価が実施された。また、記録（議事録）から評価過程等が確認できる。
【４点】
団体内部に組織された評価委員会（外部委員の参加なし）で評価が実施された。また、記録（議事録）から評価過程等が確認できる。
【３点】
委員会形式ではないが自らの事務局内部に組織上の評価体制があり、また、記録（議事録）から同体制で実施された評価過程等が確認できる。
【２点】
本事業の担当者が単独で評価し、団体責任者が決裁するなど、評価について議論する場が設定されていないが、評価過程等が記録で確認できる。
【１点】
担当者のみで評価した。または、議事録など、評価の実施過程等を示す記録が示すものがない。

記入のポイント
タイプライターテキスト

記入のポイント
タイプライターテキスト

記入のポイント
タイプライターテキスト

記入のポイント
タイプライターテキスト

記入のポイント
タイプライターテキスト
別紙４

記入のポイント
タイプライターテキスト

記入のポイント
タイプライターテキスト

記入のポイント
タイプライターテキスト

記入のポイント
タイプライターテキスト

記入のポイント
タイプライターテキスト
★事業終了後に、このページにご記入いただき、（１／２）とともにご提出いただきます★


	支援内容　変更

	２．事前計画　00　作成年月日: 平成　年　月　日
	１．申請事業者　01　名称（フリガナ）: 
	１．申請事業者　02　名称: 
	１．申請事業者　03 住所: 〒000-0000
	１．申請事業者　04　代表者氏名（フリガナ）: 
	１．申請事業者　05　代表者氏名: 
	１．申請事業者　06　設立年月日: 年　月　日
	１．申請事業者　07　法人各取得年月日: 年　月　日
	１．申請事業者　12　事務担当　部署・役職: 
	１．申請事業者　13　事務担当　氏名（フリガナ）: 
	１．申請事業者　14　事務担当　氏名: 
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